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 教育課程・学習指導 生徒指導・支援 進路指導・支援 地域との協働 学校管理・学校運営 

目 

標 
➊アクティブ・ラーニングの視

点とユニバーサルデザイン授

業の視点により、ハイテンポで

「力の付く授業」を構造化する。 

➋科学的・論理的な思考力・判断

力・表現力、問題発見・解決能力

（探究力）、自学力を育成する。 

➌「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実に

より能力を伸長させる。 

●「全ての生徒は支援を必

要としている」という「神奈川

の支援教育」の原点に立脚

し、あらゆる教育活動を「支

援」の視点から充実させる。 

➊あらゆる角度から能力を伸

長させ、「不確実で複雑な時

代」を生き抜く「主体的な意

志のある自立した『個』」の基

盤を育成する。 

➋能力伸長を当面の進路希

望に結実させる。 

●保護者等、地域の方、学

識経験者などの学校運営参

画を促し、育てたい生徒像の

共有と実現、学びの充実、資

質・能力の育成を図り、社会

に開かれた教育活動を実現

する。 

➊一人一台端末を有効活用

するための施設・設備等の充

実を図る。 

➋働き方改革を推進する。在

校等時間の縮減にあたって

は、全体の時間の効率化と

個人の時間の効率化の両立

を図る。 

主
な
方
策 

➊「単元の目標」意識の明確

化と徹底■「本時の流れ（目

標、問い、まとめ）」の一元（ワ

ークシート又は指示書）化 

➋情報活用による知識習得

■自らの力で「読み」「考え」

「書く」■「個→協働→個」の

効果的活用 

➌一人一台端末の活用 

●生徒情報を扱う学年会議

をケース会議的に運用し、当

面の対応を確認する。 

●個別生徒の支援に必要な

学年外の職員との連携を密

にする。 

●教育相談における一次的

援助サービスの充実を図る。 

➊高い目標、文武両道・文理

両道、自学自習、協働、ＩＣＴ

の相乗効果により、能力を伸

長させる。 

➋１年次からの家庭学習習

慣定着指導、定期的な学習

到達度チェック、学びに向か

う態度チェック、フォロー面談 

●学校運営協議会を積極的

に運営する。 

●持続可能なＰＴＡ活動を推

進し、地域に開かれた教育

活動に注力する。 

➊タッチペン利用とペーパー

レスを促進する■大型モニタ

ーから短焦点プロジェクターへ

の移行を検討する。 

➋ノー残業デー、振替ノー残業

デーを徹底する。■やわらか

い段階での相談を徹底する。

■丁寧な仕事を促しつつ、過

剰に丁寧な仕事、無駄な仕事を

廃する。 

 

 

 

スクール・ミッション 
○全日制の課程学年制普通科を設置する高校として、生徒の特性や地域・学校等の実情を踏まえ、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標

の実現に応えるよう、学力の育成、豊かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育課程を適切に編成する。 

○リーダーシップと社会性を育み、社会の発展に貢献できる人材の育成をめざし、ＩＣＴ機器等を活用した生徒の主体的な学習を促すとと

もに、習得から活用までの幅広い内容の学習に取り組めるよう教育活動を展開する。 

○自ら課題を発見しその解決のために他者と協働して学ぶ力を育み、生徒の主体的に学ぶ意欲を高めることをめざした授業を実践する

ことにより、これからの時代に求められる資質・能力の育成に向けて、主体的・対話的で深い学びを実現するための不断の授業改善を

行う等、教育活動の充実に取り組む。 

学校教育目標 
☆高い目標、文武両道・文理両道、自学自習、協働、ＩＣＴの相乗効果により、「不確実で複雑な時代」を生き抜く「主体的な意志のある自

立した『個』」を育成する。 

○「習得・活用・探究」の学習プロセスにおいて、「情報活用による知識習得」の道筋を重視し、探究の基礎となる知識を身に付けさせ、活

用力を育成する。 

○自らの力で「読み」「考え」「書く」ことで、科学的・論理的な思考力・判断力・表現力、問題発見・解決能力（探究力）、自学力を育成する。 

○「全ての生徒は支援を必要としている」という「神奈川の支援教育」の原点に立脚し、あらゆる教育活動を「支援」として捉え、とりわけ教

育相談における一次的援助サービスを充実させる。 

グラデュエーション・ポリシー 
「不確実で複雑な時代」を生き抜くための「協働」を重視し、協働

の前提として「主体的な意志のある自立した『個』(☆)」を育成 

 

カリキュラム・ポリシー 
「主体的な意志のある自立した『個』」を構成する資質・能力を育

成するための教育課程上の重点 

アドミッション・ポリシー 
「主体的な意志のある自立した『個』」を確立し、他者と協力して、様々な課題を解決しようとする生徒、自らの能力を高めようとする生徒を

求めています。 

  創立の精神    「自由と規律」 
   「自由とは放縦のことではない。学校という社会の中で他人の自由を大切にし、共に生きることである。 

そこに規律がある。それは外から与えられるものではなく自らを律するものである。」（創立当時の学校長の言葉） 

  能力伸長 「生田メソッド」   

高い目標 × 文武両道・文理両道 × 自学自習 × 協働 × ICT 

☆課題を発見し、解決するために必要な科学的・論理的な「思考力・判

断力・表現力」、「他者と協働する力」「自ら主体的に学び続ける力」 

☆豊かな人間性、社会性、リーダーシップ、社会の発展に貢献する力 

生徒の「高い目標」設定と目標実現に向けた努力の貫徹を支援する 

文理両道の視点による教育課程の編成と実施 

「主体的・対話的で深い学び」の実践、生田流「文武両道の推進」 


